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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　被験者の生体情報に係る複数種の測定信号が入力される入力部と、
　前記複数種の測定信号の少なくとも１つをリアルタイム表示する第１表示領域を、前記
表示部に形成する第１表示領域形成手段と、
　前記表示部における前記第１表示領域に重畳しない位置に、第２表示領域を形成する第
２表示領域形成手段と、
　前記複数種の測定信号のうち第１の測定信号に係る履歴を表示する第１履歴表示領域、
および前記複数種の測定信号のうち第２の測定信号に係る履歴を表示する第２履歴表示領
域を、前記第２表示領域内に形成する履歴表示手段とを備え、
　前記表示部に前記第１表示領域のみが形成されている状態と、前記表示部に前記第１表
示領域と前記第２表示領域の双方が形成されている状態を選択可能であり、
　前記第１の測定信号に係る履歴のうち、ある時刻に対応する測定データが前記第１履歴
表示領域において特定されると、前記履歴表示手段は、前記第２の測定信号に係る履歴の
うち当該時刻に対応する測定データを前記第２履歴表示領域に表示し、
　前記第２履歴表示領域に表示される測定データの表示態様は、前記第１履歴表示領域に
おいて表示される測定データの表示態様と異なる、モニタ装置。
【請求項２】
　前記履歴表示手段は、前記時刻に対応するデータが表示されている間、前記第１履歴表
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示領域および前記第２履歴表示領域における履歴表示の更新を停止する、請求項１に記載
のモニタ装置。
【請求項３】
　表示部と、
　被験者の生体情報に係る複数種の測定信号が入力される入力部と、
　前記複数種の測定信号の少なくとも１つをリアルタイム表示する第１表示領域を、前記
表示部に形成する第１表示領域形成手段と、
　前記表示部における前記第１表示領域に重畳しない位置に、第２表示領域を形成する第
２表示領域形成手段と、
　前記複数種の測定信号のうち第１の測定信号に係る履歴を表示する第１履歴表示領域、
および前記複数種の測定信号のうち第２の測定信号に係る履歴を表示する第２履歴表示領
域を、前記第２表示領域内に形成する履歴表示手段とを備え、
　前記表示部に前記第１表示領域のみが形成されている状態と、前記表示部に前記第１表
示領域と前記第２表示領域の双方が形成されている状態を選択可能であり、
　前記履歴表示手段は、前記第１の測定信号に係る生体情報と関連性の強い生体情報に係
る測定信号を自動的に前記第２の測定信号とする、モニタ装置。
【請求項４】
　表示部と、
　被験者の生体情報に係る複数種の測定信号が入力される入力部と、
　前記複数種の測定信号の少なくとも１つをリアルタイム表示する第１表示領域を、前記
表示部に形成する第１表示領域形成手段と、
　前記表示部における前記第１表示領域に重畳しない位置に、第２表示領域を形成する第
２表示領域形成手段と、
　前記複数種の測定信号のうち第１の測定信号に係る履歴を表示する第１履歴表示領域、
および前記複数種の測定信号のうち第２の測定信号に係る履歴を表示する第２履歴表示領
域を、前記第２表示領域内に形成する履歴表示手段とを備え、
　前記表示部に前記第１表示領域のみが形成されている状態と、前記表示部に前記第１表
示領域と前記第２表示領域の双方が形成されている状態を選択可能であり、
　前記第２表示領域形成手段は、所定の操作に基づいて前記表示部に前記第２表示領域を
出現させ、前記第１表示領域形成手段は、前記第２表示領域を避けるように前記第１表示
領域の表示面積を縮小する、モニタ装置。
【請求項５】
　前記第１の測定信号に係る履歴および前記第２の測定信号に係る履歴は、それぞれ波形
、文字、グラフ、図のいずれかの態様により表示される、請求項１から４のいずれか一項
に記載のモニタ装置。
【請求項６】
　前記第１履歴表示領域および前記第２履歴表示領域は、それぞれ前記第２表示領域内で
位置を変更可能である、請求項１から５のいずれか一項に記載のモニタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機関等に設置され、被験者の生体情報に係る測定データを表示するモニ
タ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置として、被験者より得られた生体情報の測定データを表示部の画面にリア
ルタイムに表示することに加え、測定データの履歴情報を表示できるようにしたものが知
られている（例えば、特許文献１および２参照）。
【０００３】
　例えば、ある時刻における被験者の生体信号の波形や測定値、およびある被験者につい



(3) JP 5897928 B2 2016.4.6

10

20

30

40

50

て測定データが注意を要する状況を示す場合に発せられるアラーム情報などが上記の履歴
情報に含まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２７１６０２０号公報
【特許文献２】特開２００６－１８０９７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１および２に記載の装置においては、操作者が所定の操作を行なうことにより
、測定データの履歴情報を表示するための専用画面が表示部全体に現れる。操作者は、表
示された履歴情報の中から所望の測定結果あるいはアラーム情報を検索する。
【０００６】
　履歴情報を表示する専用画面は表示部全体を占めるため、操作者が所望の情報を検索・
閲覧している間は被験者の生体情報の測定データをリアルタイムに視認することができな
い。また測定結果次第に応じて履歴情報も刻一刻と更新されるため、履歴情報画面の表示
内容も更新され、操作者による検索・閲覧作業の妨げとなることがある。
【０００７】
　よって本発明は、生体情報に係る測定信号のリアルタイム視認性を確保しながらも、測
定データの履歴情報の検索・閲覧効率を向上させる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために本発明がとりうる一態様は、モニタ装置であって、
　表示部と、
　被験者の生体情報に係る複数種の測定信号が入力される入力部と、
　前記複数種の測定信号の少なくとも１つをリアルタイム表示する第１表示領域を、前記
表示部に形成する第１表示領域形成手段と、
　前記表示部における前記第１表示領域に重畳しない位置に、第２表示領域を形成する第
２表示領域形成手段と、
　前記複数種の測定信号のうち第１の測定信号に係る履歴を表示する第１履歴表示領域、
および前記複数種の測定信号のうち第２の測定信号に係る履歴を表示する第２履歴表示領
域を、前記第２表示領域内に形成する履歴表示手段とを備える。
【０００９】
　このような構成によれば、被験者の特定の生体情報について過去の測定履歴を閲覧する
ために、測定信号をリアルタイム表示する第１表示領域に重畳しない位置に第２表示領域
が表示されるため、履歴の検索・閲覧作業中においても測定信号のリアルタイム視認が妨
げられることがない。また第２表示領域には複数種の測定信号に係る履歴を並べて表示す
ることができるため、測定信号のリアルタイム監視を行ないながらも効率的な履歴の検索
・閲覧作業を行なうことができる。
【００１０】
　前記第１の測定信号に係る履歴のうち、ある時刻に対応するデータが前記第１履歴表示
領域において特定されると、前記履歴表示手段は、前記第２の測定信号に係る履歴のうち
当該時刻に対応するデータを前記第２履歴表示領域に表示する構成としてもよい。
【００１１】
　一般にアラームが発生した際における生体情報の測定データは相互に強い相関を示す傾
向にある。上記の構成によれば、第１の測定信号について確認を要するデータを第１履歴
表示領域において特定するのみで、対応する時刻における第２の測定信号のデータが第２
履歴表示領域に表示される。このため一覧性に優れ、効率的な履歴検索・閲覧が可能な表
示態様を提供することができる。
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【００１２】
　前記履歴表示手段は、前記時刻に対応するデータが表示されている間、前記第１履歴表
示領域および前記第２履歴表示領域における履歴表示の更新を停止する構成としてもよい
。この場合、逐次入力される測定信号により新たな履歴表示を要するイベントが発生して
も、履歴の閲覧作業が妨げられることがない。
【００１３】
　前記履歴表示手段は、前記第１の測定信号に係る生体情報と関連性の強い生体情報に係
る測定信号を前記第２の測定信号とする構成としてもよい。この場合、操作者はある生体
情報に係る第１の測定信号を選択するのみで、当該生体情報と関連性の強い生体情報に係
る第２の測定信号の履歴を第２表示領域に表示させることができる。相関関係の強い生体
情報同士は特徴的な測定データが同時発生する傾向にあるため、アラーム発生時刻を特定
して複数の測定データを比較検討する作業の効率を高めることができる。
【００１４】
　前記第１の測定信号に係る履歴および前記第２の測定信号に係る履歴は、それぞれ波形
、文字、グラフ、図（例えば診断方法のワークフローやイラスト等）のいずれかの態様に
より表示される構成としてもよい。とりわけ各履歴表示領域の表示態様が異なる場合には
、これらを第２表示領域に並べて一覧比較できることのメリットは大きい。
【００１５】
　前記第１履歴表示領域および前記第２履歴表示領域は、それぞれ前記第２表示領域内で
位置を変更可能である構成としてもよい。この場合、表示部内における各履歴表示領域の
レイアウトを必要に応じて変更することができる。
【００１６】
　前記第２表示領域形成手段は、所定の操作に基づいて前記表示部に前記第２表示領域を
出現させ、前記第１表示領域形成手段は、前記第２表示領域を避けるように前記第１表示
領域の表示面積を縮小する構成としてもよい。この場合、履歴閲覧の必要のないときは測
定信号をリアルタイム表示する第１表示領域を表示部全体に拡大表示させることができる
ため、測定信号のリアルタイム視認性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係るモニタ装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】図１のモニタ装置の表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図３】図１のモニタ装置の表示部に表示される画面の別例を示す図である。
【図４】図１のモニタ装置の表示部に表示される画面の別例を示す図である。
【図５】図１のモニタ装置の表示部に表示される画面の別例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の実施形態を添付の図面を参照しつつ以下詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態に係るモニタ装置１０の構成を示す機能ブロック図である
。モニタ装置１０は、測定信号入力部１１、表示部１２、表示制御部１３、指示入力部１
４、および記憶部１５を備えている。
【００２０】
　本発明の入力部としての測定信号入力部１１は、被験者に装着された生体情報取得手段
（電極、カフ、各種センサ等）を通じて取得された生体情報に係る複数種の測定信号が直
接あるいはネットワーク経由で入力される。被験者の生体情報の例としては、脈拍、心電
図、血圧、酸素飽和度、呼吸量、呼気中の二酸化炭素濃度などが挙げられる。
【００２１】
　表示部１２は、装置の前面に設けられたディスプレイ装置である。表示制御部１３は、
測定信号入力部１１および表示部１２と通信可能に接続されている。図２に示すように、
表示制御部１３は、測定信号入力部１１を通じて入力された複数種の測定信号を、表示部
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１２にリアルタイム表示させる。
【００２２】
　表示制御部１３には指示入力部１４が通信可能に接続されている。指示入力部１４は、
操作者が指示を入力するマンマシンインターフェースとして構成されており、ボタン、ス
イッチ、マウス、キーボード等により構成される。表示部１２の少なくとも一部をタッチ
パネルとして構成し、指示入力部１４の一部として機能するようにしてもよい。
【００２３】
　表示部１２にリアルタイム表示される測定信号の数および種別は、操作者が指示入力部
１４を通じて少なくとも１つを選択可能である。すなわち表示制御部１３は、本発明の第
１表示領域形成手段として機能し、複数種の測定信号の少なくとも１つをリアルタイム表
示する第１表示領域２１を、表示部１２に形成する。
【００２４】
　記憶部１５は、測定信号入力部１１と通信可能に接続されており、逐次入力される各測
定信号の少なくとも一部を測定データ３１として格納する。各測定データ３１は測定時刻
を示す時刻情報３２と関連付けられて格納される。
【００２５】
　モニタ装置１０は、入力された測定信号が異常な値を示した場合などに、視聴覚的なア
ラームを発生するように構成されている。記憶部１５は、少なくともそのようなアラーム
が発生した時刻における測定信号を測定データ３１として格納するように構成されている
。このとき当該測定データ３１は、アラームが発生した時刻を示す時刻情報３２および異
常の種別を示すアラーム情報３３と関連付けられて格納される。
【００２６】
　被験者の特定の生体情報について過去の測定履歴の閲覧を希望する場合、操作者が指示
入力部１４を通じて所定の操作を行なうことにより、表示制御部１３は、図３に示す履歴
閲覧を行なうための表示領域（第２表示領域）２２を表示部１２に出現させる。このとき
表示制御部１３は、第２表示領域２２を避けるように第１表示領域２１の面積を縮小して
表示部１２に表示する。
【００２７】
　第２表示領域２２には、測定信号入力部１１に入力される複数種の測定信号のうち、任
意の少なくとも１つに係る履歴を表示させることができる。測定信号の種別は指示入力部
１４を通じて指定される。
【００２８】
　表示制御部１３は、指定された測定信号ごとに記憶部１５に格納された測定データ３１
を読み出す。第２表示領域２２においては、指定された測定信号ごとに履歴を表示する履
歴表示領域が形成され、当該履歴表示領域内に読み出された測定データ３１が表示される
。必要に応じて当該測定データ３１に関連付けられた時刻情報３２やアラーム情報３３も
読み出され、履歴表示領域内に表示される。
【００２９】
　図３に示す例においては、不整脈のアラーム履歴を表示する不整脈履歴表示領域４１、
非観血血圧（ＮＩＢＰ）の測定履歴を表示するＮＩＢＰ履歴表示領域４２、フォレスター
分類履歴を表示する心不全履歴表示領域４３が、第２表示領域２２内に形成されている。
【００３０】
　不整脈履歴表示領域４１においては、不整脈と判定された心電波形がハイライト表示さ
れ、当該心電波形の測定時刻とアラーム種別とともにリスト表示される。ＮＩＢＰ履歴表
示領域４２においては、非観血血圧の測定値が当該測定値の測定時刻とともにリスト表示
される。フォレスター分類は、スワンガンツカテーテルにより得た肺動脈楔入圧（ＰＣＷ
Ｐ）と心係数（ＣＩ）の数値に基づいて被験者の心不全の重症度を示すチャートである。
心不全履歴表示領域４３においては、当該チャート中における測定値のプロット位置の変
遷が表示される。
【００３１】
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　このように各測定信号に係る履歴は、波形、文字、グラフのいずれかの態様により表示
される。また診断方法のワークフローやイラスト等の図により表示してもよい。これらの
少なくとも２つを適宜組み合わせた表示態様としてもよい。
【００３２】
　すなわち表示制御部１３は、本発明の第２表示領域形成手段として機能し、表示部１２
における第１表示領域２１に重畳しない位置に第２表示領域２２を形成する。また表示制
御部１３は、本発明の履歴表示手段として機能し、複数種の測定信号のうち第１の測定信
号と第２の測定信号に係る履歴をそれぞれ表示する第１履歴表示領域と第２履歴表示領域
を、第２表示領域２２内に形成する。上記の例においては、例えばＮＩＢＰ履歴表示領域
４２が第１履歴表示領域に対応し、不整脈履歴表示領域４１および心不全履歴表示領域４
３のいずれかが第２履歴表示領域に対応する。
【００３３】
　本実施形態においては、被験者の特定の生体情報について過去の測定履歴を閲覧するた
めに、測定信号をリアルタイム表示する第１表示領域２１に重畳しない位置に第２表示領
域２２が表示されるため、履歴の検索・閲覧作業中においても測定信号のリアルタイム視
認が妨げられることがない。また第２表示領域２２には複数種の測定信号に係る履歴表示
を並べて表示することができるため、測定信号のリアルタイム監視を行ないながらも効率
的な履歴の検索・閲覧作業を行なうことができる。
【００３４】
　本実施形態においては、履歴閲覧の必要のないときは測定信号をリアルタイム表示する
第１表示領域２１を表示部１２の全体に表示させることができるため、測定信号のリアル
タイム視認性が向上する。
【００３５】
　表示制御部１３は、第１の測定信号に係る履歴のうち、ある時刻に対応するデータが第
１履歴表示領域において特定されると、第２の測定信号に係る履歴のうち当該時刻に対応
するデータを第２履歴表示領域に表示するように構成されている。
【００３６】
　例えば図４に示すように、操作者は、指示入力部１４を通じてＮＩＢＰ履歴表示領域４
２に表示された時刻「００：１７」に対応する非観血血圧の測定データを特定する。デー
タの特定は、例えばカーソルまたはタッチパネルを通じたタップにより行なわれる。
【００３７】
　表示制御部１３は、特定された非観血血圧の測定データ３１に関連付けられた時刻情報
３２が示す時刻に基づいて、当該時刻に対応する時刻情報３２を有する不整脈アラームに
係る測定データ３１およびフォレスター分類に係る測定データ３１を記憶部１５から読み
出す。ここで「対応する時刻情報」とは、特定された測定データ３１に関連付けられた時
刻情報３２が示す時刻と同一または直近の時刻を示す時刻情報３２を意味する。
【００３８】
　表示制御部１３は、読み出した測定データを各履歴表示領域に表示する。図４に示す例
においては、ＮＩＢＰ履歴表示領域４２において表示された時刻「００：１７」の測定デ
ータを特定することによって、不整脈履歴表示領域４１における表示内容が変化し、時刻
「００：１７」における不整脈波形がハイライト表示される。また心不全履歴表示領域４
３においては時刻「００：１７」に対応するプロットの色が変化して表示される。
【００３９】
　一般にアラームが発生した際における生体情報の測定データは相互に強い相関を示す傾
向にある。本実施形態の構成によれば、ある測定信号について確認を要する測定データを
特定するのみで、対応する時刻における他の測定信号の測定データが各履歴表示領域に表
示される。このため一覧性に優れ、効率的な履歴検索・閲覧が可能な表示態様を提供する
ことができる。
【００４０】
　上記の効果は、とりわけ図４に示す例のように各履歴表示領域の表示態様が異なる場合
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に顕著となる。例えば信号波形ベースの測定データと数値ベースの測定データ同士の比較
は、信号波形ベースの測定データ同士、数値ベースの測定データ同士の比較よりも困難な
傾向にある。本実施形態の構成によれば、時刻情報を介して異なる測定信号に係るデータ
が並んで表示されるため、効率的な比較作業の支援が可能となる。
【００４１】
　表示制御部１３は、上記のように時刻を特定しての測定データ表示が行なわれている間
は、履歴表示領域における履歴表示の更新を停止するように構成されている。
【００４２】
　例えば図４のように時刻を特定しての一覧表示が実行されている間に、新たな不整脈ア
ラームが発生した場合、表示制御部１３は不整脈履歴表示領域４１に新たなアラーム履歴
を追加する表示を行なうのではなく、図４の表示状態を維持する。このため一覧表示を用
いての閲覧作業が妨げられることがない。アラーム情報そのものはリアルタイムに第１表
示領域２１に表示されるため、操作者はアラームの深刻度に応じて閲覧作業の中断と継続
のいずれかを選択することもできる。
【００４３】
　当該新たな不整脈アラームに係る測定データ３１、時刻情報３２、およびアラーム情報
３３は、記憶部１５に格納される。指示入力部１４を通じて時刻を指定しての閲覧状態が
解除されると、表示制御部１３は記憶部１５に格納された上記の情報を読み出し、不整脈
履歴表示領域４１に新たなアラーム履歴を追加する表示の更新を行なう。
【００４４】
　モニタ装置１０は、上記のように第２表示領域２２に測定履歴を表示させる測定信号を
全て操作者が選択するマニュアル動作モードに加え、複数種の測定信号から履歴閲覧を希
望する第１の測定信号を選択すると、第２表示領域２２に履歴表示を行なう第２の測定信
号を自動的に選択するオート動作モードを備えている。
【００４５】
　オート動作モードを実行するにあたり、記憶部１５には、複数種の生体信号間の相関関
係を示す関連性情報３４が格納されている。表示制御部１３は、選択された第１の測定信
号に係る生体情報と関連性の強い測定信号を、記憶部１５に格納された関連性情報３４に
基づいて第２の測定信号として選択し、それぞれの測定履歴を第２表示領域２２に表示す
るように構成されている。
【００４６】
　例えば不整脈履歴表示領域４１に表示される不整脈情報は、ＮＩＢＰ履歴表示領域４２
に表示される非観血血圧の測定値と強い相関関係を有している。この相関関係は関連性情
報３４として記憶部１５に格納されている。操作者が指示入力部１４を通じて不整脈情報
に係る測定信号を履歴閲覧の対象として（第１の測定信号として）選択すると、表示制御
部１３は関連性情報３４を参照し、非観血血圧に係る測定信号を第２の測定信号として選
択する。この結果、図３に示すように、不整脈履歴表示領域４１とＮＩＢＰ履歴表示領域
４２が第２表示領域２２に表示されることとなる。
【００４７】
　第２表示領域２２内に表示可能な限りにおいて、関連性の強いものとして選択される生
体信号は２つ以上であってもよい。この場合、表示制御部１３は、関連性情報３４を参照
し、より関連性の強い生体情報に係る測定信号から順に表示に供されるものとして選択し
ていく。図３に示す例の場合、非観血血圧に係る測定信号に次いでフォレスター分類に係
る測定信号が選択され、心不全履歴表示領域４３が第２表示領域２２に表示されている。
【００４８】
　このような構成によれば、操作者は１つの生体情報に係る測定信号を選択するのみで、
当該生体情報と関連性の強い生体情報に係る測定信号の履歴を第２表示領域２２に表示さ
せることができる。相関関係の強い生体情報同士は特徴的な測定データが同時発生する傾
向にあるため、アラーム発生時刻を特定して複数の測定データを比較検討する作業の効率
を高めることができる。
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【００４９】
　図５に示すように、各履歴表示領域は、それぞれ第２表示領域２２内で位置を変更する
ことが可能とされている。第２表示領域２２の形状は各履歴表示領域の配置により変形可
能とされており、第１表示領域２１は、第２表示領域２２を避けるように適宜縮小表示さ
れる。
【００５０】
　このような構成によれば、表示部１２内における各履歴表示領域のレイアウトを必要に
応じて変更することができる。図５に示す例においては、不整脈履歴表示領域４１の表示
面積を横方向に拡大することにより、不整脈波形の視認性を高めるレイアウトとしている
。
【００５１】
　表示制御部１３は、ＣＰＵ等の演算素子を含んで構成される演算処理回路である。上記
の第１表示領域形成手段、第２表示領域形成手段、および履歴表示手段としての機能は、
回路素子等のハードウェアの動作、演算素子に格納されたプログラム等のソフトウェアの
動作、あるいはこれらの組合せにより実現されうる。
【００５２】
　上記の実施形態は本発明の理解を容易にするためのものであって、本発明を限定するも
のではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく変更・改良され得ると共に、本発明
にはその等価物が含まれることは明らかである。
【００５３】
　第２表示領域２２は、第１表示領域２１に重畳しない位置に形成される限りにおいて、
表示部１２に常時表示されている構成としてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
　１０：モニタ装置、１１：測定信号入力部、１２：表示部、１３：表示制御部、２１：
第１表示領域、２２：第２表示領域、４１：不整脈履歴表示領域、４２：ＮＩＢＰ履歴表
示領域、４３：心不全履歴表示領域
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